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他
市
町
と
と
も
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防

災
対
策
推
進
地
域
」
の
指
定
を
受
け
、
山

口
県
の
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
浸
水
想
定
に
お
い
て
、
本
町
の
最
高

津
波
水
位
は
小
松
港
で
３
・
７
メ
ー
ト
ル
、

到
達
時
間
は
１
７
３
分
、
安
下
庄
港
で
３
・

３
メ
ー
ト
ル
、
到
達
時
間
は
１
６
９
分
と

予
想
さ
れ
、
町
内
に
お
け
る
１
メ
ー
ト
ル

以
上
の
浸
水
面
積
は
２
０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
津
波
浸
水
想
定
を
ふ
ま
え
、

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
戸

へ
配
布
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
甚
大
な
被
害
が
国
内
外
で
頻
繁
に
発

生
す
る
と
い
う
状
況
の
中
、
町
内
４
か
所

の
河
川
に
防
災
カ
メ
ラ
を
設
置
し
避
難
情

報
の
判
断
材
料
と
す
る
と
共
に
、
緊
急
時

に
は
防
災
情
報
と
し
て
広
く
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
災
害
に
お
い
て
も
「
自
助
」

で
あ
る
災
害
へ
の
備
え
、「
共
助
」
で
あ

る
地
域
の
支
え
合
い
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
被
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
す
る
基
本

で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を
継
続
し
、

「
公
助
」
と
連
携
し
た
「
自
助
」
と
「
共
助
」

に
よ
る
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
地
域
の
き
ず
な
と
防
災

力
強
化
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

第
３
は
「
健
康
づ
く
り
」

　

生
涯
に
わ
た
り
、
社
会
に
参
画
し
、
い

き
い
き
と
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
年
齢

に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
で
自
立
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
、
社
会
の
活

力
の
増
進
や
、
社
会
保
障
費
の
削
減
と

町
民
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
と

ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が
積
極
的
に
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
疾
病
を
予
防
し
、
健
康
レ
ベ
ル

の
向
上
を
図
り
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

健
診
の
受
診
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

従
来
、
節
目
検
診
で
あ
っ
た
歯
周
病
検
診

に
つ
い
て
40
歳
以
上
の
方
全
て
を
助
成
の

対
象
と
し
、
心
臓
病
や
肺
炎
な
ど
、
全
身

の
疾
患
に
繋
が
る
歯
周
病
予
防
に
新
た
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
ち
ょ
び

塩
メ
ニ
ュ
ー
の
情
報
発
信
な
ど
、
健
康
づ

く
り
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
、
住

民
と
行
政
が
協
力
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
重
要
課
題
へ
の
取
り
組

み
と
、
私
が
従
来
か
ら
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
中
心

に
、
決
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
果
敢
に
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

○防災に関する事業
・漁港陸閘整備事業（地家室、船越、和佐、神浦、土居）
　６, １１０万円

再 編 交 付 金 で 事 業 を 実 施 し ま し た
　平成 19年度から、「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」第６条の規定により、在日米
軍再編による住民生活の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共施設の整備、住民生活の利便性
向上や産業の振興に寄与する事業を対象に、国から再編交付金が交付されています。周防大島町には、平
成 26年度に１億９, ６０４万８千円が交付され、次の事業を実施しました。

▲漁港陸閘整備事業（地家室）

○福祉の増進および医療の確保に関する事業
・福祉医療制度自己負担分助成事業基金積立　
　４, ０６４万７千円

・ちびっ子医療費助成事業基金積立　　　　　　
　４, ７８６万５千円

○教育、スポーツおよび文化の振興に関する事業
・観光振興事業助成事業基金積立
　４, ６４３万６千円


